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シール部は下のイラストの部品から構成されています。部品交換の時は順番を間違えないように取り付けてください。

長期間の使用で交換が必要となってくる主な部品は下記の単位で販売しています。
部品をお買い求めの際は、お買い上げの販売店へご注文ください。お買い上げの販売店が不明の場合は弊社ま
でご連絡ください。販売店のご紹介をさせていただきます。

部品名 販売単位

フローガラスシート 1 セット2 枚

シリコンゴム 1 セット2 本

樹脂ナット（白） 1 セット5 個

ガラステープ 5m 巻または 10m 巻（19mm 幅）　1 巻

シリコンシート 1 セット2 本または 5m 巻　1 巻

ヒーター（10mm 幅） 1 セット10 本

ヒーター（5mm 幅） 1 セット10 本

センタードライテープ（10m 巻） １巻

日々 の作業を安定して能率的に行うために、作業前・作業後のメンテナンス・早い時期の消耗部品の交換をお勧
めいたします。
以下の「消耗部品の交換方法」をよくお読みいただき、正しく作業を行ってください。

9　消耗部品の交換方法

主な部品の販売単位

シール部の構造

圧着レバー

シリコンゴム
ガラステープ 19mm 幅
ヒーター
センタードライテープ

シリコンシート
ガラステープ 25mm 幅

圧着レバー
シリコンゴム
ガラステープ 19mm 幅
ヒーター
センタードライテープ

シリコンシート

ヒーター
フローガラスシート

ガラステープ 25mm 幅

V-401NTW V-401NTW-10W

警告 	 消耗部品の交換やメンテナンスを行う時は、必ず電源プラグを手で持ってコンセントから抜き、作業を行ってく
ださい。電源プラグを差し込んだまま作業を行うと感電する危険性があります。

警告 	 取扱説明書に記載されている以外の間違った方法で交換すると機械が正常に働かないばかりか、感電や火
傷をする危険性があります。

警告 	 消耗部品は必ず弊社指定の部品をご使用ください。指定外の部品を使用されると製品の性能が正しく発揮で
きないだけでなく、故障の原因にもなります。

必ず電源プラグをコンセントから抜いた
状態で作業を行ってください。 
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対象：V-401NTW-10W
【必　要　物】	 ハサミ
【交換の目安】	 フローガラスシートが変色し、袋（フィル

ム）がハガレにくくなった、フローガラス
シートが破れたり、焦げてシールが汚い

フローガラスシートが傷みましたらヒーター上部にフローガ
ラスシートの新しい面が来るようにフローガラスシートを前
へずらして（引き出して）ください。
フローガラスシートがヒーターにひっついている場合、端
から丁寧にはがしてください。
フローガラスシートは予備として25〜 30cmフローガラス
シート巻取棒に巻いてありますが、残り少なくなった場合
は、「9-2　 フロ ーガ ラスシ ート の 交 換 方 法 」

（→ P.27）を参照して、フローガラスシートをシートご
と交換してください。

1	 フローガラスシート押さえ金具と、スポンジホル
ダーを固定している4個の樹脂ナット（白）を緩め
ます。

2	 フローガラスシート巻取棒をまわし、傷んだフロー
ガラスシートを前後どちらかに15mm程巻きます。

3	 フローガラスシートにたるみが発生しないように巻
取り、フローガラスシート押さえ金具とスポンジホ
ルダーを1で緩めた樹脂ナット（白）で固定してく
ださい。

9-1　フローガラスシートのずらし方
フローガラスシート押さえ金具

スポンジホルダー

樹脂ナット（白）

フローガラスシート巻取棒
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【交換の目安】	 フローガラスシートが変色し、袋（フィル
ム）がハガレにくくなった、フローガラス
シートが破れたり、焦げてシールが汚い

1	 スポンジホルダーを固定している2ヶ所とフローガ
ラスシート押さえ金具を固定している 2ヶ所の樹
脂ナット（白）を外します。

2	 スポンジホルダーとフローガラスシート押さえバネ
を外し、フローガラスシート巻取棒を抜き取りフ
ローガラスシートを外してください。

3	 フローガラスシート巻取棒に新しいフローガラス
シートをセロハンテープなどを使って貼り付けま
す。

4	 スポンジホルダーとフローガラスシート押さえ金具
の間に、フローガラスシート巻取棒を取り付け4ヶ
所の樹脂ナット（白）仮止めをします。

5	 フローガラスシートがヒーター上部でシワにならな
いようにフローガラスシート巻取棒を回してくださ
い。

6	 4で仮止めした樹脂ナット（白）を回してフローガ
ラスシート押さえ金具を締め付けフローガラスシー
ト巻取棒を固定してください。

9-2　フローガラスシートの交換方法

スポンジホルダー

樹脂ナット（白） フローガラスシート
押さえバネ

フローガラスシート巻取棒

フローガラスシート押さえ金具

フローガラスシート

セロハンテープ

セロハンテープ

フローガラスシート巻取棒

フローガラスシート巻取棒
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次ページに続く

【交換の目安】	 センタードライテープが変色し、袋（フィ
ルム）がハガレにくくなった、センタードラ
イテープが破れたり、焦げてシールが
汚い

圧着レバーに貼り付けているセンタードライテープを新し
いセンタードライテープに貼り替えます。
1	 あらかじめスポンジゴムを取っておきます。（右イ
ラスト参照）次に粘着テープが付いている面を
シール押し板の方に向け、スポンジホルダーと
シール押し板の隙間にセンタードライテープの一
方の端を差し込みます。

2	 シール部の長さに合わせてテープをハサミなどで
切ってください。

3	 センタードライテープのもう一方の端の粘着テー
プをシール押し板の奥側に貼り付けるようにテー
プを折り曲げて貼り付けてください。

【必　要　物】	 プラスドライバー
【交換の目安】	 ヒーターが切れた、ヒーターの表面が

凸凹になっている、シールが汚い

1	 ヒーターはセンタードライテープ、フローガラスシー
トで覆われています。「9-3　センタードライテー
プの交換方法」（→ P.28）および「9-1　フ
ローガラスシートのずらし方」（→ P.26）を参
考に、センタードライテープまたはフローガラスシー
トを外します。

2	 プラスドライバーで電極カバー側面のビスを緩め
ると電極カバーが取り外せます。

3	 電極レバーを上方向に起こし、ヒーター止めビス
をプラスドライバーで緩めます。

4	 電極ヒーター止めビスを緩めると傷んだヒーター
が取り外せます。

9-4　ヒーターの交換方法

9-3　センタードライテープの交換方法

スポンジゴム

1

2

3

ヒーター

ヒーター止めビス

電極レバー

電極カバー止めビス

電極カバー

注 	 センタードライテープの中心にヒーターが位置す
るようにして、ドライテープの両サイドを圧着レバー
に貼り付けてください。

	 センタードライテープにシワがある状態で貼り付け
ると、シールにもシワ模様が出ます。
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【必　要　物】	 ハサミ、プラスドライバー、アルコール（エ
タノール）

【交換の目安】	 ヒーターがよく切れる、シールが汚い

1	 センタードライテープ、フローガラスシート、ヒーター
を取り除いてください。

2	 シール受け板に貼り付けられているガラステープ
とシリコンシートをきれいにはがしてください。

3	 新しいシリコンシートをシール部の長さより左右そ
れぞれ約 2mmずつ長めにカットして貼り付けま
す。（1枚）

4	 ガラステープをシリコンシートの上に重ねて貼り付
けます。シリコンシートより左右それぞれ約 5mm
ずつ長めにカットして貼り付け、両サイドは電極
の上に重ねるように貼り付けてください。

5	 電極レバーを起こしたまま新しいヒーターを電極
の溝にはさみ、ヒーターが電極から浮かないよう
に押さえながらヒーター止めビスをしっかり締めた
後、電極レバーを降ろします。

6	 1で外したセンタードライテープ、フローガラスシー
トを取り付けてください。

9-5　ガラステープ、シリコンシートの交換方法

シリコンシート

ガラステープ

2mmくらい

5mmくらい

2mmくらい

5mmくらい

シール部の長さ

注意 	 ヒーター下部のガラステープ、シリコンシートが傷
んだり焼損するとヒーターの絶縁不良や、シール
不良の原因となりますので、ヒーターの交換時に
は必ず点検し、必要に応じて貼り替えてください。

注注 	 ガラステープ交換の際に、シリコンシートの貼り
付け粘着力が低下していましたらガラステープとと
もにシリコンシートも交換してください。

注意 	 粘着のりが残っている上に貼り付けると、
シール面が凸凹し、シールに悪影響を起
こしますので粘着のりをきれいにアルコー
ル（エタノール）で取り除いてください。

注意 	 安全のため、ヒーター交換後は必ず電極カバー
と取り付けてください。

	 交換用ヒーターは必ず弊社指定の専用ヒーター
をご使用ください。専用ヒーター以外のヒーター
を使用されますと、トランス焼損の原因となります。
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【必　要　物】	 アルコール（エタノール）

1	 センタードライテープ、ヒーター、ガラステープを
それぞれの交換方法を参照して、取り外してくだ
さい。

2	 シリコンゴムをはがし、圧着レバーなどに付着し
ているのりは、アルコール（エタノール）できれい
に拭き取ってください。付着しているのりを取らず
にシリコンゴムを貼り付けると、きれいなシールが
できない場合があります。

3	 新しいシリコンゴムには、粘着テープが付いてい
ます。剥離紙を外し、端から順に貼り付けます。

4	 シリコンゴムを貼った後、その上にガラステープ、
ヒーター、センタードライテープの順に貼り付けて
ください。

ノズルをシール部より後退させた初期位置に戻してから
作業を行ってください。

1	 エスシーロックを緩めます。

2	 ノズルジョイントの開放リング（黒色）を指先で押し
ながら、ノズルを引き抜きます。

3	 ノズルをエスシーロックより引き抜きます。

9-6　シリコンゴムの交換方法

9-7　ノズルの外し方

開放リング（黒）

エスシーロック

ノズルジョイント

圧着レバー

ガラステープ 19mm 幅

シリコンゴム

ヒーター

センタードライテープ

1

2

3

注注 	 ノズルの寸法調整は、エスシーロックを緩めるこ
とで調整できます。
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ノズルより吸引する異物により、ノズル、チューブ、継手
などが詰まり脱気力を低下させる場合があります。定期
的にノズルとチューブの清掃を行ってください。

特に肉汁や佃煮の汁のような粘り気のある液体を吸い込
んでいる作業状態の場合は、ノズルやチューブおよび
継手の内面に付着して吸引不良の原因となります。この
ような作業を行われている場合は、作業終了後に必ず
洗浄してください。

洗浄のしかた
水を入れた袋（フィルム）を脱気する状態にセットをし、
脱気シールする使い方と同じ手順でノズルから水を吸い
込ませて洗浄します。

この時、シールしないように加熱時間を0.1 に下げてくだ
さい。

この洗浄作業を3〜 4回繰り返し、排出口から出てき
た水の汚れ具合を見て作業を行ってください。ぬるま湯
のほうがより効果的です。

配管チューブを抜き差しするとき、エルボ継手の開放リ
ングを指先で押しながらチューブを抜いてください。

チューブの離脱
チューブを押し込みながら開放リングを平行に押すと、よ
り容易にチューブを引き抜くことができます。

チューブの接続
チューブ装着時には、継手のチューブエンドまで完全に
差し込んでください。

10　部品のメンテナンス
ノズルおよびチューブの清掃

9-8　チューブの接続・離脱

開放リング

ネジ部

チューブ

差し込み長さに注意してください19 〜
21mm

コレット

Vシール

Oリング

開放リング

継手本体

これを押してチューブを外す

注注 	 チューブの差し込みが少ないとエア漏れを起こし
ますので確実にチューブを差し込んでください。




